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仏教の受容と日本語一一
小 林 敦 子
日本の歴史は,外来文化の衝撃で目覚め,そ れを取 り込み,消 化 し,日
本 を豊か にしてい く・外来文化の受容とその消化とい うことの繰返しで
あったように思う。単にものだけでなく,思想を持った総合的な意味での
外来文化の中で,最 も大きな衝撃を,最 も長期に渡って日本に与えてきた
のは仏教であろう。仏教 は,イ ンドから中国へ,そ して中国から朝鮮半島
を経て伝来 した。従って,イ ン ド文化から中国文化,そ して宗教や思想の
面でばか りでなく,造形美術,建 築,科学技術や進んだ生活文化まであら
ゆる分野を含む総合文化として,当 時の日本に大変革をもたらし,今日も
その影響が強く残っている。仏教公伝以来,14GQ年もの日本仏教の歴史を
みると,日本人の外来文化,思 想の受容態度,そ の方法などがわかり興味
深い・ここでは日本の仏教受容の過程と日本仏教の特色,ま た仏教 を通 し
てのインドから日本語への影響を考えてみたい。
イ∠、教伝来 とその時代
百済聖明王 より美 しい仏像 と教典と共に仏教が公伝 したのが538(又は
552年)である。イン ドで仏陀が仏教の教えを説いて以来,約 千年を要 し
たのである。仏教を隆盛に導いたとされる聖徳太子が,.日本最古の文献と
いわれる仏典の注釈書 『三経義疏』を著わしたのは,仏教公伝から百年後
である。聖徳太子は遣階使小野妹子を派遣し,階に対等の国交を求めたこ
とで有名だが,第二回目の遣階使から留学生や留学僧 も同行するようにな
一97一
り,中国が唐になった後 も,引 き続 き遣唐使が派遣 された。仏教の盛 ん
だった唐の時代は,国際色が豊かで,日本か らの留学僧達は,中国人僧だ
けでなく,西域,イ ンド,東南アジアからきた徳の高い僧侶からも直接教
えを受けることができた。そしてその中に菩提遷那(ボ ーディセーナ)と
いう徳の高いインドの僧がいた。遣唐使多治比真人広成と学問僧理鏡の熱
心な要請に心 をうたれた菩提遷那は,ベ トナム人僧仏哲と中国人僧道略を
伴って唐を出発 し,六年余の困難な航海の末,736年に来 日。行基に迎え
られ奈良の都に入った。
それ以来,菩 提遷那は大安寺に滞まり752年の東大寺の大仏開眼供養の
儀式の際には導師 として活躍,760年に日本の土 となった。一昨年,平 成
天皇の即位式を記念 して正倉院の宝物が公開された。その時に大仏開眼供
養の儀式で使われた巨大な筆が,菩提遷那の名前 と共に紹介された.住時
が しのばれ,ま た,彼 の存在も現実をおびて感 じられ るようになった。婆.
羅門僧正として知られ,「万葉集」や 「拾遺集」などにうたわれた り,ま
た 「今昔物語」にも彼の物語が書かれているが,彼 自身の思想などほとん
ど知 られていない、伝記 としては,彼の像がづ くられた時に弟子の修栄に
よって書かれた 『南天竺波羅門僧正碑』が有名で,性 空の著わした立派な
註が伝わっている。当時は日本から中国へ往来す るだけでも困難を極めた
のに,は るか彼方のインドからどうやって中国に行き,そ して中国から言
葉の通 じない日本へ来ることにしたのか。宗教的情熱,意 志の力,体力,
異文化の人々を魅rす るだけの人間性など,とにか く,大きなエネルギー
のようなものを感 じる。
日本人がイン ドの存在を知るようになったのは仏教伝来からである。仏
教を媒介として間接的にイン ド文化の影響が多 く入ってきたのであるが,
直接的な交渉は,菩提遷那の来日は例外として・全 くなかった。菩提遷那
の他に,イ ン ドや東南アジアの高僧が来日したという伝説は多いが,実在
は不確かである。では一体,,来日を可能ならしめたのはなんなのだろう
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か。また,そ の後,ど うして交流が行われなかったのだろうか.
仏教公伝から平安初期のころまで,ち ょうど五,.六世紀から十世紀にか
けて,ア ジア全域 は文化交流の盛んな時期にあたっていた。北インドの王
朝は安定 し,南アジアからインドネシアにかけ,シ ェリー ・ヴィジャヤ帝目
国が海洋を制 し,ヒ ンドゥ文化が支配的であった。中国は強大な帝国唐の
時代で,中央 アジアの交通路 も確保され,唐 は国際交流の中心地であった。
そんな世界の状況下で,日 本へ来るアジアの人達も多 く,日本文化 も国際
色が豊かになっていったのである。
ところが平安後期 となると,唐が衰え,イ ン ドも分裂,シ ェリー ・ヴィ
ジャヤも後期に入 り,国際文化交流 も後退 していく。そんな世界の趨勢の
中で,日本 も遣唐使を廃止,中 国仏教の影響も少なくなり,日本の平安期
文化は,外国か ら受容摂取 した文化を日本風に 「消化」することとなった。
ここにきて,日本に伝来 した外来宗教,中 国仏教が,日 本仏教へ と発展 し,
鎌倉仏教が成立するのである。日本は仏教を通してインドの存在を知 り,
仏教に対する信仰か らインドに憧憬をえがき,中にはインドをめざして旅
行計画を作 り,旅を実行 した僧侶達 もいるが成功 したことはなかった。中
央アジアの交通路が確保で きなかったことが主な原因である。一方,イ ン
ドは日本についての知識を持たず,そ の存在すら知られていなかった。日
本 とインドが直接出会い,交 流が始まるのは結局,明治時代からである。
悉曇学 と五十音図
日本に最初にサ ンスクリット語の研究,つ まり悉曇学 をもたらしたのは,
あの菩提遷那 と共に来 日したベ トナム(林 邑)の人,仏哲であったという。
仏哲は音楽の達人で大仏の開眼供養の儀式には大楽師をつとめた。彼によ
り千三百年前に伝えられた雅楽 「林邑八楽」は,今 も宮中に現存 している
という。 日本に仏教が入ってきて以来,日 本では中国語の経文を読んでき
たが,こ こで音素文字であるサンスクリット文字 とその発音に接すること
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になった。仏教伝来から約二百年後のことである。
平安初期の日本の仏教は,入唐し帰朝 した最澄と空海が各々天台宗,真
言宗を開き,密教 を伝え,密教が仏教の主流となったのだ。密教は加持祈
祷を重視し,サ ンスクリット語(梵字)の 呪文を唱えたので,梵字とその
正確な発音が求められ,悉 曇学が盛んになった。そ して多 くの学問僧が入
唐 し悉曇学を学んだ。
空海は804年に渡唐 し,密教の恵果に師事 し,イ ンド僧の般若三蔵に悉
曇を学び,帰国後,日 本人による悉曇学の最初 とされる本 『梵字:悉曇学母
釈義』 を著わした。天台宗の僧円仁は,838年に渡唐 し,食べるにも事欠目
くような困難さを しの ぎ,九年問にわたる留学中の記録 『人唐求法巡礼
記』 という当時の唐事情,日 唐関係の重要史料 を残 し,また梵字の字母に
ついての説明や,梵語の発音を記録 した 『在唐記』は,日本語の発音の自
覚的な記録 として評価 されている。そして彼等のように入唐 し左留学僧等
は悉曇を学ぶだけでな く,見葉や紙本などの資料 を持ち帰 った。 これらの
努力は,九世紀後半に安然のr悉曇蔵』八巻(880年)に統合され1日 本
音韻学の基礎 となった。
つまり日本語の母音と子音,音韻についての自覚は宗教的情熱から悉曇
学を学び,古代インドのサンスクリット語と日本語を対比することによっ
て得 られたのである。そして悉曇文化の配列と模倣することによづて日本
語の五十音が成立 したわけである。寺院の中で,教典読解のために教典の
読み解 き方を示す資料の付録として成立 した最古の五十音図は,十一世紀
初めに出たという 『孔雀経音義』とされている。当初は 「五十音の図」な
どと呼ばれていたが,十 七世紀末,契 沖の 『和字正濫抄』の中で初めて
「五十音図」ということばが用いられたという。
その後,イ ンドに直接.接 することなく悉曇学は独自の伝統を続け,日
本の国語学に大きな影響を与えたという。江戸時代には仏教 と離れた学問
おんこう
として本格的な研究がなされ,最 もすばらしい業績を残 したのは飲光だっ
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た。古来,伝 わっていた梵語の写本,教 典等を研究 し,単語の意味 を解 し
ただけでなく,独力で,文法の規則を確立し,漢字の教典から梵語に還訳
することさえ試みたのだという。彼の研究は 『梵字津濯』一千巻として残
されている。十八世紀の中期から後期にかけて,独 自の悉曇学研究から世
界の梵語研究に先鞭をつけたのだが,彼 の後を継 ぐものが現われずに終
わったのが残念でならない。飲光は世界の梵語研究の最先端のレベルに達
していたのに,結局,日 本は,明治になりヨーロッパからサンスクリット
語研究学ぶことになるのである。
イン ド渡来の神 々
日本語 の 日常用語 の中にはイン ド起源の言葉が多 い.∬、教伝 来以前 にも,
サ ンス グ リッ ト語 の稲 ヴ リー ヒ(vrihi)が,米の 名前 「うるち」 に変
わ って 日本 に入 って きた。仏教伝 来以降,イ ン ドや 中国の高度な文化や社
会生活様 式 も言葉 とともに入 って きた。宮城 も藁葺 きの屋根だった時分 に
瓦が入って きて立派 な建物がで きるようにな った。 カパー ラ(kapaia)が
「瓦」 に。 「施主 」の意味 のdanapadが「旦那」へ ・そ して仏教用 語 と し
て定着 した言葉が多い。 しか し,こ こでは,数 々の御利益が あるとして,
日本人 の民衆 に昔 か ら入気の ある神 々の 中 に,イ ン ドか ら渡来 したヒン
ドゥ教の神々が多い ことに注 目したい。
イン ドをイ ン ドた らしめている宗教 といえば,何 といって もヒン ドゥ教
で ある。その歴史 は,紀 元前1200～前IOOO年ごろに作 られた とされ るイン
ド最古の文献 『リグ ・ヴェー ダ』 か らた どることがで きる。それはイン ド
西北部か らパ ンジャブ地方 に侵 入 して きたアーリヤ人 の神々に対す る1017
の賛歌 か ら成 ってい る。 ア,一リヤ人の宗教 は多宗教で,自 然界の様 々な力
を神格化 し崇拝 していたが,イ ン ドに侵入 し,定 住 してい く過程で,自 然
の神 々は ます ます擬 人化 され,当 時のアー リヤ人の社会生活が よく反映 ざ
れた ものにな ってい くのであ る。
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アー リヤ入は,ロ シアの南部 からカスピ海,東 部イランを経 て,イ ンダ
ス流域 の先住民 を征服。 そこか らガ ンジス河に向って南下 したが,そ の南
征 の過程 で,イ ン ドニ大叙事語 『マハ ーバ ーラタ』 と 『ラーマ ーヤ ナ』 が
生 まれた。侵 入 して きた支配者 たるアー リヤ人 と先住民達 との戦 い。そ し
て先住民 の宗教や文化 を取 り込 んで,イ ン ドに定着 してい くとい う過程が,
アー リヤ人の神話 に描 かれている。初期の アー リヤ入 に人気の あった神 々,
そ して神 々の地位 も,時 と共 に変化 して,先 住 民族 ドラヴィダ族や信仰 を
取 り入 れてい く。壮 大で複雑 なヒンドゥの神 々の物語 は,難 解 で はあ るが,
神 々の様 々な力 を化身の形で示 した り,神 々の肌 の色,神 々の結婚,戦 い
な どな ど,長 いイン ドの先史時代を うかがわせる もので面 白い。
日本 入の中に親 しまれて いるヒン ドゥ教の神々をあげてみ よ う。死者 の
王 ヤマ(Yama〉 は 「闇魔 」,軍神 スカ ンダ(Skandalは章 駄天,ガ ンジ
ス河 の鰐(Kumbhira)は金毘羅,天 空 の神 ヴアルナVarunaは転 じて水
天 となる。 ヒン ドゥ教 の最高神 となったのは,創 造 と智恵 の神 ブラフマ,
世界 の維持の神 ヴィシェヌ,そ して破壊 と再生の神 シヴァの三神であ る。
ブ ラ フマ(Brahma)は梵 天。 その妃 は水 と音 楽 の女 神 サ ラス ヴ ァテ ィ
(Sa重asvati)で,弁才 天。 ヴ ィシュヌ(Vishnu)は那羅延天で,そ の妃,
幸運 と富裕の女神 ラクシ ュ ミーは吉祥天。そ して色黒で最 も人気のあ るシ
ヴ ァ神 は自在天だが,狂 暴で破壊作用 を現わす時はマハー カーラ 「大黒」
となる。維持 の神 ヴィシュヌは善 を助 け悪 を懲 らしめ るため に様 々な姿 に
化身する と考 え られて いる。 そ して仏 陀 も,ヴ ィシュヌ神 の権 化 としてみ
な されているので ある。 ヴ ィシュヌ神 は,微 生物か ら魚へ。 そ して人間の
始祖 マヌ,亀,猪,人 獅子 ナラシンハ,小 人 ヴァーマ ナ,少 年僧,原 始人
パ ラシュラーマ,ラ ーマ,ク リュナ,そ して九番 目に仏陀 と して登場す る。
この化 身の考 え方 は,仏 教 で も本地垂遊説が成立 し,ま た 日本 の神 々にも
権現信仰 として現 われ たのである。
イ ン ドでは支配者民族 アー リヤ人は先住民 との融合 の過程で,先 住民 ド
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ラヴィダ族の神々や崇拝の形式 を排斥することな く共存する形で取 り込ん
できた。後に新 しい民族が,新 しい宗教 を持って入ってきたが,従 来の
神々と対立することな く,新しい宗教体系の どこかに民衆に近い存在とし
て配置されてきた。仏教 も,従来からの古い神々を斥けることな く,仏教
の大きな体系の中に取 り入れた。そしてその仏教が仏教以前のヒンドゥ教
の神々と共に日本に入 り,日本人の仏教徒の中で崇拝 されるようになった。
それはヒンドゥ教の中の仏教思想の思推方法に基づ くもの として当然であ
ろう。 しか し,日本古来の神道もインドの神々を受け入れているのである。
つまり,神道も,仏教 も,ヒンドゥ教も,神々の共存 を認めていることに・
なる。ここが東洋 と西洋の思推方法の大きな違いであると中村元は強調 し
ている。 日本は長いことインドの影響を受け,思推方法にも多 くの類似点
が見出されるのだが,交通手段も発達した今日,何故か現実感の乏 しい遠
い関係である。理由はわからない。
ここで,も う一度仏教伝来のテーマにかえり,仏教受容の方法を考えて
みたい。
日本の仏教受容
外来文化受容の際,形 を伴 ったもの,見てわかるもの,美 しいもの,便
利で実益に結びつくものは比較的取り入れやすいのではなかろうか。 しか
し思想の面となると,言語の障害もあり,また各民族の思考,行動や生活
態度の違いによりそう簡単にはいかない。仏教はインドに生まれたが,イ
ンドから中央アジアを経て,紀元…世紀に中国に伝わり,朝鮮半島を通っ
てきたのである。日本に伝来 した仏教は中国仏教であった・
イン ドと中国は地理ばかりでなく思想的にもあまりにも大きな隔たりが
あった。中国人は,外国文化を受容する際,必 ず中国風に消化 してから,
初めて採用する傾向がある。すでに一世紀には中国はインドと全 く異なる
言語,文 字,文 学,そ れに哲学思想など高度な発達をとげていたので,外
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来宗教である仏教のインド的な要素は大 きく変えられ,中 国仏教 となって,
日本にはいってきた.
日本の仏教は,当初から漢文の教典を読み,漢 訳によって仏教の思想内
容を理解することになる。十三世紀以来,日 本語による解説や日常語での
説教など一部では試みられたが,主 な用語は結局は漢訳の専門語で,日本
語への言いかえはあまり成功 しなかったという。仏教の教義や信仰内容は
今でも漢字の枠の中で理解するというのが普通であろう。渡辺照宏は,イ
ンドから中国へ と仏教教義が変容 し,それが 日本にどう受容 されたのかを
わか りやす く説いている。
「漢字は中国 と日本 とで用法 も違ってきて誤解を生むことがあるが,イ
ンドの言葉を中国語に訳す,と なると,誤解は一層はなはだ しい。漢訳者
は一定の約束に従ってイン'ドの言葉を漢字に写す。インドの言葉はひとつ
の単語で多 くの意味を持つものも多いし,ニ ュアンスの異なる同意語や類
語も多い。それを一定の漢字に写すこと自体無理なのである。…仏教の重
要な用語の一つであるダルマdharmaにしてもざっと十ほどの意味を区別
しなけれぱならないのに,漢 字ではいつでも原則 として 「法」の一字をそ
れにあてる.漢字自体の側にも特別なニュアンスと数多 くの使用例からく
る含蓄があるので問題は一層複雑になる。日本の場合,そ の上に 日本的な
漢字の用法の味わいが加わって くるのだから,いよいよ厄介である。日本
人が仏教の漢語を日常用語 に言いかえようとしなかった・ またはできな
かったという事実は日本語の側にこれを受け入れるだけ卯概念や表現方法
が乏しかったことを示す ものであろう。」
そして日本では一般的に外国文化が,ど ういうものか,ど うい う所に生
まれたものか,何故なのかという客観的な認識や理解には関心がない。外
国文化の中から,自分にとって部合のよいものだけ,主観的な標準で選択
することを好む。そういう指摘は明治前後から日本に来て日本の近代化に
大きく貢献したお雇い外国人,教 師達によってもなされている。
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意味のわか らないお経は,儀式のためで,か えってありがたさが増 して
くるといった感覚。また,日 本と中国の間には,日 中双方か らの往来が
あったが,中 国語の理解は,漢文という文章語を目で追い意味をとらえる
ということで,実 際に言葉ができ,宗教や哲学など中国人と対等に討論 し
たりすることができるだけの語学力を持 った留学僧が何人いただろうか。
また来 日した中国人僧達の日本での異文化での苦しみや異和感も相当あっ
たようである。国際化が緊急にもとめられている目本であるが,仏教受容
の過程の歴史にも,多くの問題が示唆されているようだ。今回は日印の関
係からいろいろ脱線してしまったが,次 回はインドのことばそのものの問
題にかえって考えてみたい。
(本学国際部非常勤教師)
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